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抗  議 
  
貴国においては、これまでから弾道ミサイルの発射を繰り返しており、度重

なる抗議にも関わらず、１１月３日の大陸間弾道ミサイルの発射に続き、１１

月１８日にも大陸間弾道ミサイルを発射したとの報に接しました。 

 
こうした行為は、わが国のみならず北東アジア地域や国際社会の平和と安全

を脅かし、明らかな安保理決議に違反するものです。 

 
世界で唯一の被爆国の国民として、また、１９８５年に「核兵器廃絶平和都

市宣言」を行い世界の恒久平和と核兵器の廃絶を希求する尼崎市民の代表とし

て、私は貴国の行為を到底容認することはできません。 

 
よって、今回の貴国の行為に重ねて強く抗議しますとともに、今世紀を戦争

や核兵器のない平和な世紀にするために、完全な、検証可能な、かつ、不可逆

的な方法で自らの大量破壊兵器及び弾道ミサイル計画を放棄し、また関連する

安保理決議から生じる全ての法的義務を完全に順守するよう強く要請します。 

 
２０２２年 １１月 １８日 
       日本国 兵庫県 尼崎市長  稲 村 和 美 
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